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善行森の幼稚園

取組み内容

（自己評価アンケート）
先生に対して、学校評価項目の点検
アンケートを行い、改善点を見つけ
出す。

A

（行事の感想意見収集）
保護者の方に、保育参観の感想や各
行事の感想、連絡帳によるご意見を
伺い、園への期待や満足度、問題点
を見つけ出す。

B

（連絡帳や面談のコミュニケーショ
ン）
家庭との連絡を取るためのアプリと
ノートを用意し、家庭ごとに園に伝
えたいことを書いてもらっている。

A

Ａ 十分達成されている

Ｂ 達成されている

Ｃ 取組まれているが、成果が十分でない

Ｄ 取り組みが不十分である

1 園内研修の充実

2 来園者への対応

3 魅力ある園づくり

【評価の基準】

Ⅳ．今後取り組むべき課題

園長の考えとして、「幼稚園の教職員として、学び続ける姿勢が大事」であると本園では考えている。従来も研修の参加日数は非常に多かった
が、受けっぱなしになってしまっていることもあった為、次年度からは外部研修で学んだことや気づいたことを、毎月の園内研修で発表して共
有することとする。今年度においては園長も研修会に参加し、園内研修として普段の保育の場面に役立つ情報を共有している。

保護者の方とのコミュニケーションや、来園者の方への対応として、善行森の幼稚園全職員が笑顔と挨拶を心掛ける。明るい声での電話対応や
地域の方々へのあいさつ、速やかな対応を目指し、園内にいらっしゃる方に対しても教職員から積極的に、声を掛けることで、コミュニケー
ションも生まれやすいく、不審者対策にもなると考えている。不審者対策の防犯訓練も、職員が不審者役となり実際の場面を想定した訓練を行
うことで、実際に起きた場合にどう動くかということを経験することができている。保護者には名札を配布し来園時やお迎えの時には必ず首か
ら下げてもらうよう徹底する。

毎日保育を展開していく中で、子どもたちが安心して生活できる環境を目指し大きな変化のないように保育を行っているが、それは時折惰性を
生むことにつながる。保育をしていく中で、それぞれの行事には何の意味と目的があって行うのか職員も再確認する。日常の保育では常に相手
は何を望んでいるのか、どのような対応が好ましいのかその場面場面で考え、適切な対応をすることが、子どもや家庭と職員のつながりを深
め、魅力ある幼稚園につながると考えている。次年度以降もこの目標を掲げ、教職員一同努力していくこととする。

取組み状況

Ⅰ．園の方針

Ⅱ．今年度の重点目標

Ⅲ．評価項目と取組み状況

重点目標

改善点の発見1

文科省の学校評価ガイドラインから抽出した１００項目に関して、教員にアンケートを行った。アン
ケートの平均点と、園長の付けた点数とを比較し、ギャップが大きい箇所を課題と捉え、次年度以降
重点的に取り組むこととした。

コロナ禍を経験し、これまでの行事のあり方について考え直すいい機会となった。各種行事は例年通
り開催し以前の様子が戻ってきたが、行事への家族の無制限の参加などは行わず、各家庭数名に絞り
実施することで、会場のスペースにも余裕ができ行事の進行がスムーズになった。行事の内容につい
ても、親へのアピール的な観せる行事ではなく、子どもたち自身が楽しむ行事を念頭に置き、本来の
子どもたちの成長を目的とした内容にすることができた。

普段の欠席や遅刻、預かり保育の連絡、幼稚園だよりの配布などはアプリを使用し、確実に手元にわ
たるようにしたことで、各行事の申し込みの撤退が図られている。個人的なことや心配事は年度を通
して連絡帳にて意見がある時に自由に書くことが出来る。その中では保育に関すること、子育てに関
すること、バス通園に関すること、面談の希望など内容は多岐にわたる。アプリとの併用により提出
されたノートが減少し三越智氏が少なくなった。面談では保育後に随時面談する機会を設けており、
個々の事情に応じた対応ができるようにしている。その結果を職員が共有できるように職員ノートに
も記すようにしている。

当園ではこの度、令和5年度の幼稚園学校評価として、教職員自己評価及び、アンケートを実施いたしました。教職員自己評価では、教職員一人ひ

とりが、自らの教育活動や園運営の状況を客観的に振り返ることにより、自身や園全体を見つめ直す非常にいい機会となりました。

今年度のアンケートの結果及び、教職員自己評価の結果を活かし、来年度以降の更なる教育活動の充実、教職員の資質向上に努めていきたいと

考えております。

保育方針

善行森の幼稚園は、毎日の生活の主役が子どもたちです。

一人ひとりが自分で考え、行動し、その子なりの歩みで、一歩一歩成長していき多くの人と関わりな

がら自分を創っていくことができるよう、一人ひとりの子ども達を見守っていきます。

特色

①モンテッソーリ教育

同じ年齢であっても発育や発達状態に大きな差のある子ども達。

「モンテッソーリ教育法」を指針とし、それぞれの発達や発育状態にあった保育を目指しています。

②異年齢混合クラス

３歳、４歳、５歳の異なった年齢の子どもたちが同じ部屋で生活することにより、大きい子なり、

小さい子なりの人間関係を学んでいきます。集団生活においての様々なことを「見て学ぶ、一緒に

やって学ぶ、教えて学ぶ」ことができます。

本園の保育方針や特色を守りつつ、これまでの評価によって出てきた改善点と向き合い向上心をもって保育を行っていく。

その為に、職員間のコミュニケーション、保護者とのコミュニケーションを大切にし、改善点発見の為の研修を実施する。また個々の子どもの様子や成長を

保護者に伝え、幼稚園が子育ての一助となるような存在となる。
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